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港 革

本市では、明治2 2年の市制施行と同時に上水道設置の要望が高まり、明治4 3年より水源地調査など

が開始された。その結果、水源地として八景水谷・水前寺などが、また、配水池として熊本城・立田山な

どがそれぞれ候補地として挙げられたが、水利関係などにからむ粁余曲折を-て、大正1 1年3月に、八

景水谷を水源地に、立田山を配水池にとする計画の事業認可を受けた0

本事業は、大正1 2年4月に関係住民との了解も成り、大正1 3年1 1月(総事業費約2 1 2万円)に

竣工し通水をみた。

その後、市周辺町村の令併が進むとともに、水道も拡充されたが、第2次大戦による施設の荒廃と戦後

の市人口の増加は必然的に配水能力の不足を招き、戦後の一時期は、時間給水などにより運営せざるをえ

ない状態となった。

これに対処するため、水源地の確保を主とした第1次拡張事業を起している。まず、第1期工事として、

旧三菱重工業の施設を買収し健軍(現健軍水源地)に水源を求め、総事業費1,70 0万円により昭和2 5年

8月に竣工し、 1日の_配水能力も36,000n」と増強された。

第2期工事として、昭和2 5年8月に、目標年次昭和40年における給水人口20万人、 1日最大給水

量60,000 m3として着=し、 -本木及び亀井の2水源地の新設、立田山配水池の増設などを、総事業費約

3億320万円により昭和3 1年1 1月に完=してtJlる。

引き続いて昭和3 3年1月に、昭和4 6年における給水人口3 5万人、 1日最大給水量103,000 m3と

した第2次拡張事業(5カ年計画)を着工し、川尻・城山の両水源地の新設、徳王配水池の新設、健軍・

八景水谷両水源地の井戸増設及び立田山配水池の増設などを実施(総事業費7億9,800万円)し、　昭和

4 0年3月に完成、これにより川尻・高橋地茎があらたに給水区域とT3:った。

昭和4 0年代に入ると、都市活動の急速な進展とともに市周辺部-の市街地の拡がりはめざましく、水

の需要増は次の計画の発足を急がせ、昭和4 1年4月第3次拡張事業に着手した。当初計画は、昭和5 5

年における給水人口425,700人に対して1日最大給水量165,000m3を給水するための事業を、 1 0カ

年間事業として実施するとして発足したo　しかし、予想以上の急激な水需要の伸びにより、昭和4 4年

1 0月には目標年次における1日最大給水量を21 1,140 m3とする第1回の計画変更を余儀Tj:くされた。

また昭和4 7年1月、西部地区の原水の除鉄、除マンガ/浄水施設を設置するため、第2回目の計画変

更を行った。

さらに昭和4 8年1月には、託麻村の合併と市街地の拡大等に対処するため、給水区域の変更に併せて

給水人口461.000人、 1日最大給水量283,000m3とし、事業年次を昭和5 3年度(目標年次昭和5 5

年)まで延長した第3回計画変更を実施したo　しかしながら、昭和5 4年度からの発足を予定した新拡張

計画の取水地点が変更となったことなどから、急きょ、昭和54年1月に、目標年次を昭和5 6年とした

第4回計画変更を行い、昭和5 5年度で完了した。

第3次拡張事業の目標年次が昭和5 6年であることに加えて、都市構造の変化と市民の生活水準の向上

等による将来の水需要は更に増大するものと考えられ、併せて御幸・田迎・画図7:iどの末給水区域の解消

などを包含した第4次拡張事業0-策定を急乳昭和5 5年2月に、目標年次昭和65年、給水人口615,800

人、 1日最大給水量370,000m5とする事業の認可を得て昭和5 5年度から着手した。

この第4次拡張事業でも、その原水は全量を地下水でまかなう計画で.昭和6 3年3月3 1日の完成を目

指して事業を進めてきたが、最近の水需要の動向は全国的な傾向と同様に横ばいの状態にあり、昭和57年

6月この第4次拡張事業計画の再検討を行い、今後の水需要の再予測と設備投資の適正化を図るための

見直し作業を現在進めているところである。
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第4次拡張事業計画

本計画開始時における給水能力2 83,000%(l日最大給水量)を87,00鴫増量し、 37 0,000"%

の給水能力を確保する。

認可年月日

期　　　間

骨icm閤

基本計画

総事業費

事業内容

取水施設

井戸新設

導水施設

導水管

浄水施設

滅菌装置

送水施設

送水ポンプ

送　水　管

配水施設

配　水　池

配水ポンプ

配　水　管

昭和55年2月18日(昭和58年1月7日第2回計画変更)

昭和55年4月1日～昭和63年3月31日

昭和6 5年

計画給水人口　615,800人　1日最大給水量　　370,000%

・人1日最大給水量　601‰ 1人1日平均給水量　　462玖白

31,165,066千円(内起債30,957,000千円)

20本(内予備井2本)取水能力8 7,0 00塙

口径1.200-150mm　　廷臣-10,087m

8式

3・台

口径700-400mm　延長-6,895m

6池　配水能力62,750m'

9台

口径1.350-75mm　　延長-263,973m
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2　事　業　概　要

(1)給水普及状況

∴ 行 政 区 域 内 h ) 給 水 区 域 内 お) 現 在 給 水 (C )

人 口 p m

^ S ・ ( 0 / A.)

人 口 .ォ
|S ・ (O / B )

人 口 戸 数
人 口 戸 数 人 口 p # t.

5 3
人

5 10,3 3 9
戸

1 6 1,38 7
8 9 .9 ・.':>.7

5 10,1 5今 1 6 1,2 7号
8 9.S

9 5-Oaf 人
4 5 8,5 3 5 1 5 4 ,3 6?

5 4 5 1 6,2 9 8 1 6 4 ,1 3 8 9 0.3 9 7.3 5 1 5,7 6 6 1 6 4 ,0 24 9 0.4 9 7.4 4 6 6,1 7 2 1 5 9.7 2 1

5 5 5 2 5,6 7 9 1 7 9,3 0 4 9 0 .6 9 2 .5 5 2 5,3 5 6 1 7 9,2 3 6 9 0.6 9 2.5 4 7 6,0 13 1 6 5 ,8 0 9

5 6 5 3 2,0 2 3 1 8 2 ,4 5 5 9 1.0 9 2 .9 5 3 1,6 9 4 1 8 2,3 8 7 9 1.0 9 3.0 4 8 4,0 8 3 ユ6 9,5 4 1

5 7 5 3 8,0 2 5 1 8 5,34 6 9 1.0 9 3 .5 5 3 7,6 9 8 1 8 5,2 7 8 9 1.1 9 3.5 4 8 9,7 0 5 1 7 3 .2 6 7

(2)配　水　量

区 分

年度
総 配 水量

1 日 最 大 1 日 最 小 1 日平 均 1 人 1 日最 1 人 1 日平 最 大月の 1 日

配 A水 量 配 水 量 配 水 量 配 水 量 均 配 水 量 平 均 配 水 量

5 3
7 3 ,2 1 9 ,4 2ぜ m 3

7 / 2 4 2 4 8 ,4 6 1
m 3 nf ♂ i' irf

1/ 1 1 4 5 ,7 2 6 2 0 0 ,6 0 1 5 4 7 4 4 0 2 3 3 ,4 6 2

5 4 7 2 ,6 5 5 ,1 3 8 8/ 1 2 3 9 ,5 1 2 1/ 1 1 4 9 ,4 1 5 1 9 8 ,5 1 ユ 5 1 7 4 2 8 2 1 7 ,2 5 6

5 5 7 0 ,9 1 8 ,6 5 0 7/ 2 1 2 4 0 ,8 0 8 1/ 1 1 4 2 ,9 5 7 1 9 4 ,2 9 8 5 1 0 4 1 1 2 1 7 ,9 3 2

5 6 7 2 ,8 0 5 ,7 8 9 7 / 1 8 2 3 1,8 6 0 1/ 1 1 5 0 ,9 8 2 1 9 9 .4 6 8 4 8 1 4 1 3 2 2 1 ,4 1 5

5 7 7 5 ,1 4 6 ,2 0 7 7 / 3 0 2 4 8 ,0 6 6 1/ 1 1 5 8 ,9 6 7 2 0 5 ,8 8 0 5 0 ; 4 2 1 2 1 6 ,6 8 5

(3)有収水量と無効水量

区 分

年 度

絵 有 収 水 量
ユ日 平 均

有 収 水 量
有 収 率 無 収 水 量 、、収 率 総 有 効 水 量

1 日 平 均

有 効 水 量
効 率 無 効 水 量

5 3
m 8 irf %

m
% m ! n B % m ! %

5 5 ,3 0 0 ,9 2 8 1 5 1 ,5 0 9 7 6 .0 3 3 2 ,8 3 2 0 .4 6 5 5 ,6 3 3,7 6 0 ユ 5 2 ,4 2 ユ 7 6 .5 1 7 ,0 9 2 ,5 8 1 2 3 .5

5 4 5 5 ,3 7 3 ,7 1 1 1 5 1 ,2 9 4 7 6 .1 4 3 8 ,1 7 4 0 .6 0 5 5 ,8 1 1,8 8 5 1 5 2 ,4 9 1 7 6 .7 1 6 ,9 8 4 ,6 0 1 2 3 .3

5 5 5 5 ,5 ユ5 ,0 8 8 1 5 2 ,0 9 6 7 7 .9 4 2 6 ,0 9 9 0 .6 0 5 5 ,9 4 1,ユ8 7 1 5 3 ,2 6 4 7 8 .5 1 5 ,3 1 7 ,2 1 0 2 1 .5

5 6 5 8 ,0 3 1 ,5 7 1 1 5 8 ,9 9 1 8 0 .] 4 1 5 ,0 2 7 0 .5 7 5 8 ,4 4 6 ,5 9 8 1 6 0 ,1 2 8 8 0 .7 1 4 ,0 0 3 ,2 3 3 1 9 .3

5 7 6 0 ,0 2 3 ,8 7 0 】6 4 ,4 4 9 8 0 .1 2 9 2 ,1 2 3 0 .3 9 6 0 ,3 1 5 ,9 9 3 ユ 6 5 ,2 4 9 8 0 .5 1 4 ,6 1 1 ,4 9 3 1 9 .5

(4)水道管延長

区 分

年 度

導 水 管 延 長 送 水 管 延 長 配 水 管 延 長

5 3
m m m

1 4 ,0 7 4 2 0 ,0 9 4 1 ,2 9 2 ,2 4 1

5 4 1 5 ,6 0 7 2 2 ,3 0 7 1 ,3 4 7 ,5 5 8

5 5 1 8 ,7 5 ] 2 3 ,5 3 ] 1 ,4 0 4 ,7 2 5

5 6 2 0 ,4 5 3 2 3 ,5 3 1 1 ,4 4 3 ,5 3 7

5 7 2 2 ,0 8 1 2 3 ,5 3 ] 1 ,4 7 6 ,3 7 3

-305-



(5)口径・用途別給水量及び収入状況

(昭和57年度)

区分

口径

.用途 別

給 水 量 構 成 比 収 入 構 成比

K

用

nZD nP
3 5 ,9 3 9 ,1 4 0

% 円
2 ,5 4 1 ,9 1 6 ,0 4 9

%

1 3 5 9 .8 8 4 9 .2 4

2 0 6 ,1 5 2 ,1 7 1 1 0 .2 5 4 7 2 ,3 8 1 ,9 0 0 9 .1 5

2 5 4 ,9 7 2 ,4 4 2 8 .2 8 4 5 7 ,0 1 0 ,6 1 9 8 .8 5

4 0 3 ,8 1 9 ,4 8 9 6 .3 6 4 7 6 ,8 4 9 ,9 6 2 9 .2 4

5 0 3 ,0 5 7 ,2 0 7 5 .0 9 4 0 2 ,5 1 9 ,8 1 5 7 .8 0

7 5 3 ,5 1 5 ,6 7 6 5 .8 6 4 7 0 ,0 5 5 ,0 9 7 9 .1 0

1 0 0 1 ,5 7 9 ,3 1 4 2 .6 3 2 1 5 ,7 7 5 ,3 7 0 4 .1 8

1 5 0 5 2 0 ,2 5 8 0 .8 7 6 7 ,5 4 3 ,3 6 5 1 .3 1

浴 場 営 業 用 1 4 4 ,3 4 5 0 .2 4 3 ,7 6 4 ,9 0 0 0 .0 7

共 用 1 1 3 ,5 5 0 0 .1 9 5 ,7 0 2 ,9 3 0 O .I 1

一 時 用 2 ユ0 ,2 7 8 0 .3 5 4 9 ,2 9 7 ,2 1 6 0 .9 5

計 6 0 ,0 2 3 ,8 7 0 1 0 0 .0 0 5 ,1 6 2 ,8 1 7 ,2 2 3 1 0 0 .0 0

(6)漏水防止対策

ア　漏水調査

K #
調 査 管 路 延 長

漏 水 防 止

( 修 繕 .) 件 数
推 定 防 止 量 調 査 .費

5 3
Km 件 irf -'B 千円

4 2 3 1,7 4 2 7 ,4 5 7 2 9 ,4 3 8

5 4 6 2 0 8 4 4 2 ,4 0 ] 4 0 ,5 9 5

5 5 6 1 4 1 ,3 8 4 4 ,0 1 5 4 4 ,8 3 6

5 6 6 3 0 9 3 7 4 ,2 3 4 4 0 ,9 4 4

5 7 6 4 0 1 ,7 0 7 7 ,7 7 0 3 3 ,4 9 7

イ　配水管整備事業

こ ∴ 口 径 工 事 件 数 布 設 替 延 長 工 事 費

5 4
血皿 ra m 件 m 千円

3 0 0 ~ 7 5 ユ4 7 ,4 1 3 2 5 9 ,0 4 2

5 .5 3 0 0 ~ 7 5 2 7 1 8 ,4 0 1 5 7 7 ,2 2 8

5 6 2 5 0 ~ 7 5 2 9 1 4 ,3 8 8 4 4 0 ,9 0 9

5 7 2 5 0′-7 5 3 6 1 2 ,0 8 3 4 1 4 ,7 4 0

(注)昭和54年度より実施
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3　料金及び加入金

(1)水道料金
昭和52年12月22日改定
昭和53年　2月　1日実施

区分

口径

.用途別

基 本 料 金

( 1 月 に つ き )

裡 量 料 金 ( l m3につき)

第 一 段 第 二 段 第 三 段 第 四 段

般

用

1 3 m 8 T㌔以下 4 0 0 円 9 m5以上

2 0 m3以下

7 0 円

2 1 rf 以l上

3 0 rf 以下

8 0 円

3 1 m3以.上

4 0 m'以下

9 0 円

4 1 i 以上

1 0 0 円

2 0 m 8 m3以下 5 0 0 円

2 5 mm 8 m3以下 7 0 0 円

4 O mm 1.8 0 0 円

1 m3以上

5 0 m 3以下

1 0 0 円

5 1 m1枚上

1 0 O i㌔以下

1 1 0 円

1 0 1 r㌔以上

5 0 0 m3以下

1 2 0 円

5 0 1 m1以上

1 3 5 円

5 0 m 4,0 0 0 円

7 5 n 7,0 0 0 円

1 0 O n t 1 2,0 0 0 円

1 5 O n 2 5,0 0 0 円

浴 場 営 業 用 15 0 i㌔以下 3▼0 0 0 円 1 5 1 : 以上 1 m3につ凄 2 5 円

共 用 給 水装 置
1 戸につき 6 I㌔以下

.(基本水量 ) 2 0 0 円
基本水量をこえる水量 1 m3につ き 3 0 円

】 時 用 1 m3につき2 4 0 円

私 設 消火 せ ん
口径 5 0 m 未満 2 0 分以内1 個 1 回につき 3 0 0 円

口径 5 0 mm以上 2 0 分以内 1個 1 回につき 6 0 0 円

連合専用給水装置 1 戸につき- 般用の料金を適用

(2)共同住宅の料金 昭和52年12月22日制定
昭和53年　2月　1日実施

料金

ロ住

基 本 料 金

( 1月につき)

従 量 P 料 金

第 一 段 第 二 段 第 三 段 第 四 段

4 Omm
8 Ⅱ戸に戸数を 12 m3以下 1 3 ~ 2 2 r㌔2 3~ 3 2r㌔ 3 3Iが以上

* m .乗じて得た量 1m3につき Ira1につ き lmJにつき 1m3につき

(基本水量)以下

4 0 0 円に戸数

を乗 じて得た

m

7 0 円 8 0 円 9 0 円 1 0 0 円

4 0mm

以 上

50 m3以下 51~ 100r㌔ 101- J卸 m3 501i㌔以上

Ira1につき 1r㌔につき 1 1㌔につき l m"につき

1 0 0 円 1 1 0円 1 2 0 円 1 3 5 円

(珪) 「共同住宅」とは、受水槽を設けて、給水を受ける住宅で

各戸に局で定めたメーターが取付られている場合は、各戸

毎のメーター口径に応じた「一般用」の料金を通用

各戸にメ-クーが敢何られていない場合は、上記の料金を
適用
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(3,帥メ圭一鵠告㍊ lh'I'M.
メ ー タ ー 口径 加 入 金 (基 準 額 )

m m 円
3 0 ,0 0 01 3

2 0 6 0 ,0 0 0

2 5 9 0 ,0 0 0

4 0 3 0 0 ,0 0 0

5 0 5 4 0 ,0 0 0

7 5 1 ,0 5 0 ,0 0 0

1 0 0 2 ,1 0 0 ,0 0 0

1 5 0 3 ,0 0 0 ,0 0 0

(畦)増径=事の場合は現在の口径と
新口径の差額とする



(4)料金収納状況
(昭和57年度)

区 分 人 員

交 付 額 収 納 額 収 納 率 1人 1明 当た り交付額

件 数 金 額 件 数 & m 件 数 金額 件 数 金

委 託 集 金 6 3
件 円 件 円

2,0 3 4 ,5 2 1 ,3 5 7
% % 件 3,0 6 ケ n,2 5 0

1 ,ユ0 4 ,8 9 1 2 ,3 1 8 ,8 4 0 ,6 6 8 9 7 5 ,8 5 6 8 8 .3 8 7 .7 1,4 6 1

奄 理 賃 金 4 6,9 0 0 3 8 ,7 3 2 ,7 0 0 5 ,9 3 4 3 5 ,4 0 2 ,1 5 5 8 6 .0 9 1.4 1 4 4 8 0 6 ,9 3 ユ

計 6 7 1 ,1 1 1 ,7 9 1 2 ,3 5 7 ,5 7 3 ,3 6 8 9 8 1 ,7 9 0 2 ,0 6 9 ,9 2 3 ,5 1 2 8 8 .3 8 7 .8 1,3 8 3 2 ,9 3 2 ,3 0 5

(注)昭和4 2年4月1日委託業務開始

委　託　先　熊本市練兵町1 0番1号　株式会社肥後集金センター

委託件数　月平均92,074件　　委託率100%

委託手数料　徴収ユ件につき101円(昭57. 4. 1改定)

4　経　営　状　況

(1)収益的収支の推移
(単位　円)

年 度

事 項
5 3 5 4 5 5 5 6 5 7

総 収 益 5 ,0 4 3 ,5 2 3 ,5 0 3 5 ,0 8 9 ,8 5 3 ,7 0 5 5 ,0 0 3 ,6 7 0 ,8 5 4 5 ,3 ユ8 ,8 0 6 ,7 8 3 5 ,7 3 0 ,9 4 1 ,4 2 8

科 金 収 入 4 ,8 0 5 ,4 7 6 ,9 5 4 4 ,8 1 6 ,5 8 1 ,7 0 8 4 ,8 1 6 ,7 1 1 ,3 9 2 5 ,0 1 1 ,4 1 6 ,2 3 5 5 ,1 6 2 ,8 1 7 ,2 2 3

そ の 他 収 入 2 3 8 ,0 4 6 ,5 4 9 2 7 3 ,2 7 1 ,9 9 7 1 8 6 ,9 5 9 ,4 6 2 3 0 7 ,3 9 0 ,5 4 8 5 6 8 ,1 2 4 ,2 0 5

総 費 用 4 ,0 9 2 ,2 5 4 ,8 4 2 4 ,4 0 9 ,2 5 4 , 3 7 5 4 ,8 9 0 ,6 0 4 ,9 5 4 5 ,5 7 1▼5 0 6 ,8 1 8 6 ,7 0 8 ,7 1 0 ,1 5 ユ

職 員 給 与 費 1 ,6 7 6 ,8 3 7 ,4 9 9 1 ,7 3 9 ,4 4 0 ,8 2 3 1 ,6 7 5 ,8 6 3 ,0 9 7 1 ,8 4 4 ,0 6 0 ,3 4 1 2 ,1 0 3 ,3 8 7 ,7 7 9

電 力 費 4 0 8 ,0 8 7 ,3 5 4 4 4 1 ,1 9 0 ,1 4 6 7 0 0 ,0 9 5 ,2 8 0 7 2 6 ,1 8 0 ,2 2 8 7 5 2 ,8 5 4 ,1 6 0

物 件 費 1 0 1 ,5 0 2 ,3 3 7 1 2 4 ,ユ9 4 ,7 8 4 9 3 ,3 6 4 ,4 8 6 8 4 ,1 7 6 ,1 6 4 1 0 0 ,5 7 4 ,8 6 4

減 価 償 却 費 5 0 9 ,7 0 6 ,6 4 7 5 5 7 ,1 9 6 ,1 8 7 6 0 5 ,9 7 0 ,9 2 4 7 0 6 ,1 8 4 ,0 0 7 9 8 5 ,9 9 6 ,9 6 6

支 払 利 息 . 7 5 8 ,1 5 1 ,2 0 3 8 0 1 ,4 2 5 ,2 3 3 9 6 7 ,8 4 2 ,2 8 4 1 ,3 0 9 ,7 9 7 ,6 8 5 1 ,7 7 4 ,2 4 9 ,4 0 2

そ の 他 6 3 7 ,9 6 9 ,8 0 2 7 4 5 ,8 0 7 ,2 0 2 8 4 7 ,4 6 8 ,8 8 3 9 0 1 ,1 0 8 ,3 9 3 9 9 1 ,6 4 6 ,9 8 0

単 年 度 損 益 9 5 1,2 6 8 ,6 6 3 6 8 0 ,5 9 9 ,3 3 0 1 1 3 ,0 6 5 ,9 0 0 △ 2 5 2 ,7 0 0 ,0 3 5 △ 9 7 7 ,7 6 8 ,7 2 3

(2)資本的収支の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(単位　円)

年 度

事 項 5 3 5 4 5 5 5 6 5 7

資 本 的 収 入 1,4 2 7 ,4 9 1 ,4 9 4 2 ,5 7 7 ,3 3 8 ,2 8 5 4 ,4 2 7 ,0 2 8 ,2 0 4 6 ,7 9 7 ,3 3 7 ,5 8 3 7 ,3 1 2 ,2 4 6 ,8 1 8

企 業 債 1,0 2 6 ,4 0 0 ,0 0 0 2 ,0 8 6 ,6 0 0 ,0 0 0 3 ,9 4 4 ,4 0 0 ,0 0 0 6 ,4 1 5 ,0 0 0 ,0 0 0 6 ,7 5 9 ,5 0 0 ,0 0 0

そ の 他 収 入 4 0 1,0 9 1 ,4 9 4 4 9 0 ,7 3 8 ,2 8 5 4 8 2 ,6 2 8 ,2 0 4 3 8 2 ,3 3 7 ,5 8 3 5 5 2 ,7 4 6 ,8 1 8

資 本 的 支 出 2,0 7 7 ,4 5 2 ,1 4 2 3 ,3 8 1 ,9 7 8 ,3 1 1 5 ,0 9 1 ,0 7 0 ,4 5 7 6 ,9 6 9 ,3 9 9 ,0 2 0 7 ,6 9 0 ,3 2 7 ,3 9 5

建 設 改 艮 費 1,8 8 4 ,6 8 5 ,2 6 8 3 ,1 2 8 ,7 5 8 ,8 1 0 4 ,8 0 5 ,0 3 7 ,5 7 9 6 ,6 6 3 ,5 3 9 ー4 5 2 7 ,3 6 9 ,8 5 7 ,7 5 4

企 業 .債 償 還 金 1 9 2 ,7 6 6 ,8 7 4 2 5 3 ,2 1 9 ,5 0 1 2 8 6 ,0 3 2 ,8 7 8 3 0 5 ,8 5 9 ,5 6 8 3 2 0 ,4 6 9 ,6 4 1

資 本 的 収 支 不 足 額 6 4 9 ,9 6 0 ,6 4 8 8 0 4 ,6 4 0 ,0 2 6 6 6 4 ,0 4 2 ,2 5 3 1 7 2 ,0 6 1 ,4 3 7 3 7 8 ,0 8 0 ,5 7 7
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(3)供給単価及び給水原価

田

(単位　円/rf)

年 度

事項
4 8 4 9 5 0 5 1 5 2 5 3 5 4 5 5 5 6 5 7

供 給 /単 価 4 1 .1 8 4 2 .2 5 4 4 .4 4 7 2 .2 9 7 1 .6 7 8 6 .8 9 8 6 .9 7 8 6.7 6 8 6 .3 6 8 6 .0 1

給 水 原 価 4 0 .0 7 5 4 .1 6 5 7 .5 4 6 3 .5 6 6 8 .6 5 7 2 .0 8 7 6 .3 6 8 6 .1 3 9 4 .3 1 1 0 9 .l l

損 益 . 1 .l l A 1 1 9 1 △1 3 J 0 8 .7 3 3 .0 2 1 4 .8 1 1 0 .6 1 0 .6 3 △ 7 .9 5 3 .1 0

5　職員数及び給与

(1)職種別職員数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(昭58.4. 1現在)

職種別

性別
特 別.職 事 務 職 技 術 職 検 針 そ の 他 計

男 1 9 3 2 1 2 3 9 4 3 4 9

女 0 2 2 2 0 0 2 4

計 1 1 1 5 2 1 4 3 9 4 3 7 3

(功職種別1人月平均給与額等　　　　　　　　　　　　　　　　　　(暗58.4月分)

職種別

事項
特 別 職 事 務 職 技 術 職 検 針 そ の 他 計

基 本 . 給田 4 7 8 ,0 0 0 2 5 5,8 6 1 2 3 1,4 7 1 1 7 6,8 7 9 3 1 4,1 0 0 2 3 4 ,1 7 6

特殊勤務手当四 0 8 ,9 6 5 l l,1 ユ7 1 2,4 0 0 8,0 0 0 1 0,5 5 3

超過勤務手当田 0 1 7,9 1 7 2 2,6 2 4 1,1 5 9 2 4 ,4 7 7 1 8,9 3 9

その他の手当(円 1 2 ,0 0 0 1 8 ,6 9 6 2 0,9 9 2 1 2,8 5 1 2 0,3 0 0 1 9 ,4 2 ユ

合 計的 4 9 0,0 0 0 3 0 1,4 3 9 2 8 6,2 0 4 2 0 3 ,2 8 9 3 6 6 ,8 7 7 2 8 3 ,0 8 9

年 齢Cf) 5 7.3 4 2.1 0 3 9 .1 0 3 1.6 5 6 .4 4 0.3

勤 続 年 数 紳 0 .1 0 1 9.1 0 1 5 .l l 9.1 2 9 .4 1 7.0

(注)合計欄は特別職を除く
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6　施　　設

(1)水道施設
(昭58.4.1現在)

名 称 竣 工 年 次 施 設 能 力

施 設 内 容

井 戸 ボ ン′ プ

& 梶 散 水 送 水 配 水

水

八 景 水 谷 大 1 4. 3 2 4,0 0 0 m3/ 日 2 本 2 本 2 台 6 台 A
⊂】

健 軍 昭 2 5ー1 2 9 2 0 0 0 1 3 6 4 6

4

一 本 木 2 7. l l 1 7,3 0 0 1 3 3 3
亀 井 3 0. 3 l l,0 0 0 1 3 3 3

3

源

川 尻 3 6. 9 9,0 0 0 2 2
城 山 3 8. 3 l l,0 0 0 4 4
招 山 岸 4 6. 2 5 4,5 0 0 1 0 1 0 4

也
麻 生 田 4 4. 3 3 7,0 0 0 9 9
託 麻 4 5一1 1 移 管 9,5 0 0 6 5 2
山 室 5 0. 3 6,7 0 0 2 2 3
池 上 5 1. 3 1 0,0 0 0 4 4 3

醍

立 田 山 大 1 4. 3 2 2,5 0 0 r㌔ 鉄 筋 コ ン ク T) 】 ト造 少 5 池

徳 王 昭 3 5. 3 1 0,5 0 0 4
川 尻 5 7. 3 4,0 0 0 (新 設 ) 1

水
城 山 3 8. 3 2 ,6 3 0 2
小 山 山

1..

5 6. 3 3 ,5 0 0 2

池
石 倉 山 4 7. 3 l l,2 5 0 3
健 軍 4 9. 5 2 4,0 0 0 2
万 日 山 5 1. 5 5,0 0 0 2
満 山 津 5 5. 6 1 8,0 0 0 2

加
島 崎 3 8. 5 7 2 I㌔//′時 ポ ン プ 2 台

長 迫 3 9. 9 5 4 2

E
立 田 山 4 0ー 3 7 5 0 2
岩 倉 山 4 0. 3 l l 2

ポ 上 松 尾 4 3. 6 12.6 2

ン+
谷 尾 崎 4 4. 3 1 3⊥2 2
つ つ じ ヶ 丘 4 4. 1 0 2 1 1

プ 本 妙 寺 第 1 4 7. 1 2 7 5 2

所
本 妙 寺 第 2 5 0. 3 2 5.2 2
徳 王 5 6. 3 6 0 2
花 岡 山 5 6. 3 1 5 2

水 質 検 査 室 4 9. 5 水 質 分 析 器 機 一 式

水 道 記 念 館 4 9. 6 資 料 展 示 物 2 0 0 余 点

(鍾)施設能力欄中　水源地--・取水最大能力　配水池--容量　加圧ポンプ所・--揚水量を示す-

(2)局　　舎

所　在　地　熊本市水前寺6丁目2番45号

敦地面横　9,344nf

(本　館)

建物面積　延3,480nf

着　　　工　昭和37年12月28日

竣　　　工　昭和38年12月20日

構　　　造　鉄筋コンク.)-ト、地下1階、

地上3階、塔屋1階

施　　　工　龍建設株式会社

総　工　費　190,621千円
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(別　蝕)

延3,359rf

昭和56年4月28日

昭和57年5月12日

鉄筋コンク1)-ト

地下1階.地上3階

龍建設・熊本金子組建設共同企業体

626,667千円


